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生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
町
、
住
み
や
す
く
な
っ
 

た

町

、

合

併

し

て

よ

か

っ

た

と

い

う

町

づ

く

り

 

を
目
指
し
て
議
会
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
 

ん
で
新
年
の
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
3
月
 30 

日
、
市
町
村
合
併
の
期
限
切
れ
 

を
前
に
町
長
が
議
会
議
員
の
全
員
を
招
集
し
、
 

全
員
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
長
は
 

三
町
合
併
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
 

す
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
金
田
町
議
会
は
 

全
会
一
致
で
町
長
に
協
力
す
る
こ
と
に
決
定
し
 

ま
し
た
。
翌
 31 

日
に
福
岡
県
知
事
に
町
長
と
関
 

係
者
一
同
報
告
に
行
き
ま
し
た
。
知
事
も
非
常
 

に
喜
ん
で
全
面
的
に
協
力
す
る
と
約
東
し
て
く
 

だ
さ
い
ま
し
た
。
 

い
よ
い
よ
、
3
月
6
日
に
新
し
い
町
「
福
智
 

町
」
が
誕
生
し
ま
す
。
住
民
の
福
祉
、
教
育
、
 

健
康
、
環
境
な
ど
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
町
、
 

住
み
や
す
く
な
っ
た
町
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た
 

と
い
う
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
議
会
も
取
り
組
 

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
町
に
な
 

っ
た
か
ら
す
ぐ
に
良
く
な
る
こ
と
は
望
め
な
い
 

に
し
て
も
レ
ー
ル
は
引
か
れ
た
わ
け
で
す
。
議
 

会
と
し
て
は
そ
の
レ
ー
ル
か
ら
外
れ
て
い
っ
て
 

は
な
い
か
し
っ
か
り
監
視
し
て
い
き
た
い
と
決
 

意
を
新
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
年
を
迎
え
る
 

に
あ
た
り
、
な
に
か
と
忙
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

か
ぜ
は
万
病
の
も
と
。
ま
た
、
海
外
で
は
鳥
か
 

ら
人
に
移
る
新
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
あ
る
 

と
の
こ
と
。
し
っ
か
り
睡
眠
を
と
っ
て
、
体
調
 

が
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
早
め
に
病
院
に
か
か
 

っ
て
治
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
皆
さ
ま
方
に
 

お
か
れ
ま
し
て
は
ど
う
か
こ
の
一
年
が
健
康
 

で、 

一
家
繁
栄
、
幸
せ
な
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
 

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

金
田
町
議
会
議
長
 

能
登
原
一
 

行
政
制
度
は
変
革
し
て
も
、
故
郷
の
正
気
は
絶
 

え
る
こ
と
な
く
、
希
望
の
花
を
咲
か
せ
続
け
る
 

こ
と
を
信
じ
ま
す
。
 

平
成
一
八
年
の
新
年
を
迎
え
町
民
の
皆
さ
ま
 

に
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

旧
年
の
勤
労
感
謝
の
日
、
第
二
十
五
回
金
田
 

町
短
歌
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
に
 

毎
年
佐
賀
と
広
島
か
ら
参
加
し
て
下
さ
る
女
性
 

が
二
人
い
ま
す
。
そ
れ
は
稼
ぎ
先
の
住
居
か
ら
 

で
、
時
に
は
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
 

と
も
あ
り
ま
し
た
。
年
に
一
回
の
そ
の
会
で
、
 

お
話
の
た
び
に
 
「
金
田
は
い
い
で
す
ね
。
こ
の
 

故
郷
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
た
び
に
感
謝
と
喜
 

び
の
気
持
が
湧
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
わ
 

た
し
も
感
動
し
ま
し
た
。
故
郷
を
発
見
す
る
と
 

は
、
人
の
世
の
悠
久
を
思
う
心
で
す
。
 

土
地
を
離
れ
、
友
と
別
れ
て
初
め
て
見
え
る
 

故
郷
と
い
う
真
理
の
い
の
ち
と
言
葉
、
そ
の
生
 

活
実
感
が
、
ど
の
よ
う
な
異
境
の
風
土
に
も
深
 

く
根
を
張
り
力
を
伸
ば
し
て
い
る
の
で
し
ょ
 

う
。
「
往
事
沙
港
と
し
て
夢
の
如
し
間
庭
唯
不
 

言
の
花
あ
り
（
藤
原
敦
光
の
詩
）
」
年
ご
と
に
 

。
 

咲
く
花
は
物
を
言
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
生
命
と
 

美
の
実
感
は
わ
た
し
た
ち
に
永
遠
の
時
と
信
頼
 

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
何
と
い
う
喜
び
で
あ
り
 

ま
し
ょ
・
っ
か
。
 

今
年
三
月
に
下
田
川
地
区
三
町
は
合
併
し
て
 

新
し
い
町
と
し
て
自
治
体
活
動
が
始
ま
り
ま
す
 

が
、
行
政
制
度
は
変
革
し
て
も
、
故
郷
の
正
気
 

は
絶
え
る
こ
と
な
く
、
希
望
の
花
を
咲
か
せ
続
 

け
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
 

祈
り
ま
す
。
 

金
田
町
教
育
長
 

田
中
貴
美
男
 0
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賀 

つ 

金
田
町
長
 

大
島
道
人
 

り 

ウエートを置いた行政を進めてきたと思 

っています。このような体質を合併後も 

引き継ぐようであれば、三町の合併は現 

在の金田町の行財政基盤よりも遥かに後 

退することは目に見えています。 

三町の合併は今までの体質から脱皮す 

る絶好のチャンスととらえ、わたしは長 

い歴史と伝統を守りながら、子ども、孫 

の時代に向かって町民参画、町民協働に 

よる町づくり、「地域のことは地域で考え 

る」「自分たちも一緒になってやる」こと 

を基本に据え、町民皆さまと活力ある町 

づくりを目指す所存でございます。 

平成の大合併という大潮流の中で、新 

たな時代の進展を的確にとらえ、未来に 

向かってしっかりと語り継がれるような 

町づくりを進めてまいらなければならな 

いと考えます。 

町民の皆さま方が主役である地方自治 

を目指すとともに子どもが健やかに育ち、 

希望の持てる教育環境、社会環境の充実 

を図るため、精一杯取り組んでまいりま 

す。 

何とぞ皆さま方のご理解とご協力を賜 

り、一層のご指導、ご鞭捷の程よろしく 

お願い申し上げ、町民皆さま方のご多幸 

とご健康を祈念申し上げ年頭のあいさつ 

といたします。 

新年あけましておめでとうございます。 

皆さまにはすがすがしく新年をお迎えの 

こととお喜び申し上げます。 

年頭に当たり、今年が皆さまにとって 

希望に満ちた年でありますようお祈り申 

し上げますとともに、金田町にとって大 

きな転機の年となり、町民皆さまと共に、 

新しい福智町を築いていくスタートとな 

りますことのご支援に心から感謝申し上 

げます。 

さて、私一昨年12月、町長に就任いた 

しまして早や一年が経ちました。ご承知 

のとおり就任は大揺れの幕開けで始まり 

ました。 

時代の変遷と社会構造の変革、地方分 

権を進めるという大義名分のもとに、市 

町村合併は進められていますが、もちろ 

ん町村にとって合併は避けては通れない 

問題であることは十分理解するところで 

あります。 

「田川はーつ」「下田川は一緒」での地 

域構造の中で、なぜ三町合併で急がなけ 

ればならなかったのか、わたしが就任す 

る直前にして三町合併のレールが固めら 

れましたが、味わったことのない苦渋の 

心境の中、町民と共に新しい町づくりの 

決意を新たにしたものであります。 

今日までの三町は投資的事業に大きく 

町
民
の
皆
さ
ま
方
が
主
役
で
あ
る
地
方
自
治
を
目
指
す
と
と
も
に
 

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
希
望
の
持
て
る
教
育
環
境
、
社
会
環
 

境
の
充
実
を
圏
る
た
め
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

一
新
一
年
 

新 

年 
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今年も各部門で活躍、 
金田町の芸術家たち0 
作品作りや仲間とのふれあいを楽しむ、金田町の芸術家たち。10月12日～23日に福岡市 

で開催された福岡県シニア美術展、11月15日～27日に直方市で開催された筑豊美術展で 

入賞とめざましい成果を上げています。今月号は、喜びの受賞者とその作品を紹介します。 

しやしん 

印画紙にロマンを描いた “写心” 

奨励賞 

杉永博人さん（新町4) 

Ihi I lock ] 

「筑豊美術展で、11年ぶりに奨励賞を頂きました。 

ただ、本賞での入賞ができなかったことは残念でし 

た。次回は、ぜひ本賞を狙いたいです。今回の作品 

のテーマは『ヌードでないヌード』。女性の体をモチー 

フに、水墨画タッチで夏吉のロマンスが丘をイメー 

ジして、自然の雄大さを表現しました」 

版画の魅力は白と黒のおもしろさ 

奨励賞 

相原マサ子さん（神崎2) 

「港の風景」 

「賞がもらえるなんて感激です。これも田代先生と先 

輩方のやさしく丁寧な指導のおかげです。版画は、 

掘るのも刷るのも難しいです。でも、掘り上がり刷 

り上がりの喜びと、白と黒のおもしろさに引きつけ 

られました。これからもずっと続けていきたいです」 

赤を表に出した心象画の世界 

飯塚市長賞 

桑野佳奈さん（東金田） 

「樹影」 

「自分の持ち色である赤を最大限に表に出してみよう 

と思ました。この作品のようなイメージを表現する 

心象画は、万人受けしないのでしばらくは制作をし 

ていませんでした。しかし、今回の受賞をきっかけに、 

心象画の要素を取り入れた新しい作風に取り組もう 

と思いました」 

色具合にこだわった力作 

高齢者賞 

大熊康郷さん（人見） 

「伊羅保粕壷」 

「平成17年は酉（とり）年。84歳年男の時に賞がも 

らえてうれしかったです。この作品は、色具合に苦 

労しましたが、とてもいい色が出せたと満足してい 

ます。これからも努力していい作品を作っていきた 

いです」 

陶芸教室で楽しく作った作品 

直方商工会議所会頭賞 

辻智子さん（堀川） 

「椿文壷」 

「町の陶芸教室に入ってこのようなすばらしい賞を頂 

き感謝しています。これも、先生をはじめ教室のみ 

なさんのおかげでございます。今後も元気な限り、 

作品作りにがんばりたいと思います」 

簾ミ難霧紗ミ柳舞師戸篇航‘譲嘉胃毒篇 

0 か谷だの風 か谷だ負I鳳 0 



新町福智町での 
―般競争（指名競争） 

参加資格審査申請書（指名願い） 
の受け付け 

※3町のホームページにも同じ内容を掲載しています。 

建設工事に係る町外業者／測量・建設コンサルタント等／物品等 

1．受付場所 福智町役場本庁（現金田町役場） 

2 .受付期間 平成18年3月10日ロ～31日圏午前9時～午後4時（土曜・日曜・祝日は除く） 

3．提出方法 持参のみとします（郵送では受付ません） ファイルでとじてください（色指定あり） 

(1）土木・建築・水道・その他工事 

に係る町外業者 

【ファイルの色／ブルー系】 

①統一様式（A4版） 

平成16年改正様式 

②総合評定値通知書等の写し 

③登記簿謄本（法人の場合） 

または身元証明書（個人の場合） 

④登録証明書等 

⑤使用印鑑届 

⑥委任状 

⑦消費税納税証明書（その3）の写し 

(2）測量・建設コンサルタント等 

【ファイルの色／グリーン系】 

①統一様式（A4版） 

平成16年改正様式 

②登記簿謄本（法人の場合） 

または身元証明書（個人の場合） 

③登録証明書等 

④財務諸表類（1年度分） 

⑤使用印鑑届 

⑥委任状 

⑦消費税納税証明書（その3）の写し 

(3）物品等 

【ファイルの色 ピンク系】 

①統ー様式（A4版） 

平成16年改正様式 

②登記簿謄本（法人の場合） 

または身元証明書（個人の場合） 

③財務諸表類（1年度分） 

④委任状 

⑤使用印鑑届 

⑥消費税納税証明書（その3）の写し 

搬難搬搬搬搬搬搬難難難搬難I 

平成17年分の所得税の確定申告に関する税務署での相談と申告書の受付は 

平成18年2月16日困から3月15日困です。 

還付を受けるための申告書を早めに提出すると、税金の還付も早くなりま 

す。 3月になると大勢の人が申告するため、還付金の支払いまでに2 か月程 

度かかることがあります。1月から受け付けていますので、早めの提出をお 

願いします。申告書は、郵送でも受け付けています。 

給与所得者等で還付申告書を提出する場合は、次のものを持参してください。 

●印鑑（認め印でかまいません） ●源泉徴収票（原本） ●生命保険料・ 

損害保険料の各控除証明書・国民健康保険料等の領収書その他支払金額がわ 

かる書類（年末調整で済んでいるものは必要ありません） O 本人名義の金 

融機関名・口座番号がわかるもの ●その他申告に必要な書類 

医療費控除の場合は、次のものを持参してください。 

⑥医療費の明細書 ⑥医療費等の領収書 ⑥おむつ使用証明書等の証明書 

⑥保険金などで補てんされる金額がわかる書類（高額療養費・入院費給付金・ 

出産育児一時金など） 

0 

ノ 

1．受付場所 福智町役場本庁（現金田町役場） 

2‘受付期間 平成18年3月13日回- 24日国午前9時～午後4時（土曜・日曜・祝日は除く） 

3．提出方法 提出は持参のみとします。（郵送では受付ません）次の書類を添えて申請してください。 

(1）一般競争（指名競争）参加資格審査申請書（建設工事） 

16年改正版 

(2）総合評価値通知書等の写し 

有効期限内のもの（決算日より1年7か月以内） 

※通知書がない場合は、総合評価値等通知書申請書 

の写し、または経営状況分析終了通知書の写し 

(3）建設業許可証明願書写し（県発行） 

(4）営業所一覧表 

(5）工事経歴書（申請直前2年間の主な完成工事および 

未成工事について記載してください） 

(6 ) 

(7 ) 

(8 ) 

(9 ) 

(10) 

(11) 

(12) 

技術職員名簿 

役員一覧表（法人の場合は法人の登記簿謄本） 

印鑑証明書（法人の場合は法人の印鑑証明書） 

使用印鑑届（使用印鑑のない場合は不要） 

代表者の身元証明書（本籍地役所発行） 

代表者の住民票（福智町役場住民課発行） 

主要取引金融機関名 

(13）町税完納証明書（福智町役場税務課発行） 

(14）水道使用料完納証明書（福智町役場水道課発行） 

(15）住宅新築資金・住宅改修資金・宅地取得資金等の完 

納証明書および保証人になっている場合は、その債 

務者の完納証明（福智町役場住宅課発行） 

※平成18年度受付については保証人の場合は免除 

(16）住宅家賃完納証明書（福智町役場住宅課発行） 

(17）国民健康保険税・介護保険完納証明書 

（福智町役場住民課発行） 

(18）公有財産使用料完納証明書（福智町役場財政課発行） 

(19）保育料完納証明書（福智町役場福祉課発行） 

(20）県税納税証明書（田川県税事務所発行） 

(21）労働保険料納入証明書 （田川労働基準監督署発行） 

※納入証明書は完納証明とします 

(22）国税納税証明書及び消費税納税証明書その3 

（田川税務署発行） 

(23）政治倫理条例に抵触しない旨の確認 

川川川川川川川川川川川川川川川~川川川田川川川川川川川田川川川川川lI川川川川川川川川川川III川川川川川II川 

※証明書等は3月1日を基準日としますので、それ以前のものは使用できません。 

※平成18年度については、3月6日を基準日としますので証明書類関係は合併後の証明書を添付してください。 

※申請書は上記の番号順にとじてください。 

※A4 版より小さい証明書等はA4版白紙にのり付けして一緒にとじてください。申請書をとじるファイルは不要です。 

住宅借入金等特別控除（新築）の場合は、次のものを持参してください。 

⑥住民票の写し ⑨登記簿謄（抄）本や請負契約書、売買契約書などで、土地・ 

家屋の取得年月日・床面積・取得価額等を明らかにする書類またはその写し 

⑥住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書 

雑損控除（台風被害など）の場合は、次のものを持参してください。 

⑥災害を受けた資産の明細書 ⑥り災証明書（市町村等発行分） 

⑥写真等で被害の状況が明らかになるもの 

⑥修繕等の領収書および請求書等 ⑥受領した保険金がわかるもの 

中途退職等の場合は、次のものを持参してください。 

⑥退職所得の源泉徴収票 

詳しくはおたずねください。 

田川税務署 個人課税部門 公44-0432 

※税務署の閉庁日（土曜・日曜・祝日）は、相談や申告書の受付は行なっ 

ていません。 

申告はインタ ネットが便利 

国税庁のホームページで所得税の確定 

申告書等が簡単に作成できます。画面に 

従って収入金額などの必要項目を入力す 

れば、所得税・消費税確定申告書のほかに、 

収支内訳書・青色決算書も作成できます。 

ホームページは24時間開設しています 

ので、都合のいい時にいつでも作成可能。 

所定の手順にしたがってA4 サイズの普 

通紙に、力ラープリンタやモノクロプlJ 

ンタで印刷すれば確定申告書等が作成で 

きます。どうぞご活用ください3
、、、、 

国税庁ホームページアドレスは 

http://www.nta.go.jp / 
（「国税庁」で検索してください） 



平成18年度4月 保育所入所こ案内 
ト問い合わせ 希望の保育所または、役場保健福祉課公22-6664 

保育所は、保護者が仕事や病気などの理由で、家庭での保育が困難な乳幼児をお預かりして、保育する 

ところです。来春4月1日から保育所に入所する児童（0 ~6 歳児）の入所申請を次のとおり行います。 

ト入所受付期間 一次受け付け:2月1日困～25 

日圏、二次受け付け3月6日回～25日圏 

ト入所受付場所 第一希望の保育所または役場保育 

所担当課 

ト入所条件 保育所に入所できる児童は、児童の保 

護者が次のいずれかの事情がある場合です。ただし、 

同居の親族かその他の人が児童を保育できる場合は除 

きます。 

①家庭外で労働していることを常態としていること 

②家庭内で児童と離れて日常の家事以外の労働をして 

いること 

③妊娠中か、または出産後間もないこと 

④病気、負傷、または精神もしくは身体に障害を有し 

ていること 

⑤長期にわたり病人、または心身に障害がある同居の 

親族を常時介護していること 

⑥震災、風水害、火災などの災害復旧に当たっている 

こと 

⑦そのほか、町長が保育不能と認めた場合 

番号 保 育 所 名 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

宝見保育園 （私立） 

そよ風保育園（私立） 

金田保育園 （私立） 

金田神崎保育所（公立） 

ぎんなん保育園（私立） 

すずらん保育所（私立） 

方城中央保育所（公立） 

方城第一保育所（公立つ 

市場保育所（私立） 

上野保育戸斤（私立） 

中尾保育所（私立） 

赤池保育所（私立） 

所 在 

金田町大字金田1336-2 

金田町大字金田273 

金田町大字金田958心 

金田町大字神崎1444 

方城町大字伊方3954 

方城町大字伊方4448 

方城町大字伊方4491-2 

方城町大字弁城1840-4 

赤池町市場694 

赤池町上野2197 

赤池町赤池432 

赤池町赤池859 

ト申し込みに必要なもの 

①保育所入所申請書一式（保育所または役場保育所担 一 

当課にあります） v 

②所得税額等の調査に関する同意書 

③入所を希望する年度の前年分の源泉徴収票または確 

定申告書（控）またはまたは所得税証明書等 

④印鑑 

利 用 可 能 サ ー ビ ス 

電話番号 ，プ＝In →で II 一J門→” h+In →で 地域子育て 
延長保胃 休目保胃 一時1禾育 

容22-4435 

冒22-3653 

丑22-0435 

丑22-3399 

費22-0253 

費22-5177 

費22-0450 

丑22-4476 

丑28-2635 

公28-2244 

B28 -3073 

容22-2257 

、審者が発生しています 

12月8日16時すぎ頃、金田町上金田踏切付近で不審者が発生。 

男子児童一人が上金田方面へ下校途中、上金田踏切に近づいた歩道で、すれ違った男性にあ 

いさつしたところ、突然その男から腕を引っ張られた。さらにその男性は「ちくび、ちくび」 

といって男子児童の左胸を触ってきた。男子児童は走って自宅に逃げ帰り無事だった。警察に 

は連絡済み。 

～不審者の特徴～ 

⑥少し年をとった感じ（60歳過ぎ）の男性 

⑥身長は165 cmくらい少しやせ気味 

⑥野球帽・紫色の眼鏡・マスクをしていた。 

町内で起こった事案です。十分な警戒をお願いします。 

登下校での安全確保のため、地域の皆さんへのお願い 

《今後、継続的な取り組み》 

0学校では、児童生徒へ安全な通学路を必ず守るよう、ま 

た極力一人での登下校とならないよう指導しています。 

地域で児童生徒が人通りのない危険な所を通行していた 

ら、直接声をかけるとともに、学校へ知らせてください。 

〇犬の散歩や買い物、ウォーキングなど屋外へ出かける時 

間をできる限り、児童生徒が登下校する時間・通学路に 

合わせて地域の監視の目が行き届くようご協力をお願い 

します。 

0児童生徒には、もし危険を感じたり、遭遇した場合の 

対処として、「大きな声を出して助けを求める」「子ども 

110 番の家やコンビニ・商店・知人友人宅などへ駆け込 

み、保護を求める」などを指導しています。地域の子ど 

も110番の家に協力していただき、事件発生の際には、 

児童生徒の保護および警察・学校への連絡をお願いしま 

す。 

〇不審者や不審車両などを発見した場合はすぐに、学校も 

しくはもよりの警察へ連絡・情報提供をお願いします。 

《緊急な取り組み》 

0地域の児童生徒通学路については、交通安全の面のみで 

なく、防犯の面からも再度点検いただき、改修など可能 

9 な場合（夜間防犯灯の電球切れ、草薮の放置など）は、 

早急に環境改善に努めてください。 

0危険と思われる所（人通りが少なくなる場所、周囲から 

見えにくい場所、大人が行かない場所）などを点検し、 

気がついた点は学校へ情報提供をしてください。 

0このほか、学校・PTAから地域の児童生徒の安全確保 

のための協力依頼がありましたら、協力をよろしくお願 

いします。 

支援センター 

さそわれてもいかない 
くるまにのらない 
なにかあったらおおごえをだす 
なにかあったらすぐにげる 
かぞく、せんせいにしらせる 

小学校中学校のみんなノ＼ 

登下校の時は 

0 

0 

0 0 0 

0 

「いかのおすし」 

〇

〇

〇

 〇

〇

〇

〇

〇

 

を心がけよう！ 
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プロ野球選手になるためには 
金田町青少年健全育成講演会 

11月23日、元プロ野球選手の加藤博一さん（西鉄→ 

阪神→大洋）が金田町にやってきました。 

第1部は屋内競技場で小中学生に野球教室。ユニホー 

ムの着こなしから始まり、守備、バッティングと身ぶり手 

ぶりの熱血指導。野球少年たちは目を輝かせていました。 

第2部は総合会館で講演会。プロ野球選手になったと 

きのためにサインの練習をしていた少年時代。走り込みま 

くった高校生活。プ口野球新入団時の宴会で大活躍。江川 

投手との対戦での工ピソードや二軍での苦労話などをユー 

モアたっぷりに語りました。「プロ野球選手になるために 

大切なことは、夢を持つこと、努力すること、そして、親 

への感謝を忘れないことです」と結んだ講演は、大きな拍 

手に包まれ、子どもから大人まで大評判でした。 

福を引き当て 
みんなニツコリえびす顔 
金田えびす祭り 

12月2日・3日、えびす祭りが菅原神社境内にある恵比 

須神社で行われました。 

師走の恒例行事となっているこの祭り。夜になって冷え 

込みが厳しくなるなか、多くの人が参拝しました。訪れた 

人は神社に参拝後、御神酒をいただき「家内安全・商売繁盛・ 

五穀豊穣・福徳円満」の打ち込みを行いました。 

御座券をもった参拝者の楽しみは、やはり福引き。山積 

みされた賞品は見る間に交換されていきました。 

商工会などが出店した露店に、夜遅くまで神社はにぎわ 

っていました。 

0 

わたしたちが考えたこと 

人権発表会 

達人たちの 
競演 

12月7日、金田町総合会館で人権発表会が開催され 

ました。 

小・中学生が人権について考えたことをポスター、 

標語、作文にしました。この中から選ばれた優秀作品 

を発表。参加者に、人権の大切さを訴えかけました。 

第6回金田町長杯争奪 

弓道大会 

人
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12月18日、弓道大会が 

金田スポーツセンター弓道 

場で開催されました。 

今年は、新しい弓道場で 

の大会。道場独特の静まり 

かえった空気の中、しっか 

りと的を見据えた選手から 

放たれた矢は、空気を切り 

裂き的に見事突き刺さりま 

した。 一つーつ身のこな 

しや、的を見据える選手の 

眼差しから、集中力のすご 

さが伝わってきました。 

人権ってなーに？ 
金田小学校人権学習 

▲人権について一生懸命考えた 

よい子のために、人権マスコツ 

トの「人権まもる」くん、「あゆみ」 

ちゃん兄妹が登場。 

11月15日、金田小学校で人権学習が催 

されました。法務局職員と、人権擁護委員 

を招き1年生が人権について学習しました。 

クラスで起きた仲間はずれについて描か 

れたアニメ「プレゼント」をみんなで見た後、 

人権について考え発表をしました。元気に 

手を挙げた児童からは、「友だちを大事にし 

よう」「みんな仲良くしよう」などたくさん 

の意見が出ました。 
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おかえりなさい藤本力士 

藤本悠介さん保育所、幼稚園訪問 

「まず、ご飯を残さないでいっばい食べる。そして、 

いっばい遊んぶ。それから、先生とお父さんお母さん 

の言うことをちゃんと聞く。そしたらきっと、お相撲 

さんみたいに大きく強くなれるよ」 

11月28日、地元九州場所を勝ち越した藤本悠介さ 

ん（阿武松部屋】神崎出身）が、町内の保育所、幼稚 

園を訪問しました。 

子どもが大好きな藤本力士は、いつも以上にニコニ 

コ笑顔。行く先々でかわいい園児たちに大人気でした。 

0 0 

▲神崎保育所で赤ちゃんを抱っこ。見事な泣きっぷりです。 

●宝見保育園で園児から花東のプレゼント。 

▲平原幼稚園で大人気。握手をせがまれる。 ▲神崎保育園でばら組さんと「はっけよい、のこった！」ばら組さんの勝ち。 

たくさんの出会いとエピソード 
第15回文化講演会 

12月10日、金田町総合会館で、文化講演会が開催されま 

した。 

松島トモ子さんを講師に招いた講演会の演題は、「多くのひ 

とたちとの出会いの中で」。 

車いすダンスを始めるきっかけになった、パートナーとの出 

会いと世界選手権でのエピソード。そして、テレビ番組撮影中、 

ライオンとヒョウに2度も続けておそわれた衝撃的なケニアで 

のエピソード。最後は満州での生い立ちと終戦当時、まだ幼か 

った自分を抱いて日本に引き揚げた母の苦労話。戦争によって 

引き裂かれ、シベリアでなくなった父の話。 

これらの話を開場の一人一人にやさしく語りかけるような講 

演に、会場の参加者は温かい拍手で応えました。 

珍しい竹見てください 

若松の友人から「うちの 

山に珍しい竹があるよ」と 

連絡を受けた吉田さん。 

11月26日に友人たちと 

奥さんの4人で山に入り、 

大雨の中、半日がかりで掘 

りました。根元は3本に分 

かれ、ねじれていて、上の 

方では1 本に合わさってい 

ます。この竹のほかにも胴 

回りが74 センチもある特 

大の竹も掘りました。 

この竹の使い道を聞いて 

みると、「このままにしとっ 

たら竹がかわいそう。磨い 

て彫刻を彫ろうと思う」と 

やさしい笑顔で答えてくれ 

ました。出来上がりが楽し 

みですね。 

楽しくておいしいよ 

吉田繁敏さん（宝見） 

保育園、幼稚園もちつき 

12月は、各保育園、幼稚園でもちつきが催されま 

した。園児の声援を受け、きねを振りかざす先生と力 

メラマン。小さなきねをなれない手つきであつかう子、 

つきあがったもちを粘土みたいにこね回す子。みんな 

楽しそうに笑顔いっぱいでした。 

つきたてのもちはとてもおいしくて、みんないっば 

いお代わりをしていました。 

をきれいにしよう u 日 みんなで 

神崎2弘友会清掃活動 

11 月13日、神崎2老人クラブ弘友会が神崎地区で 

清掃活動を行いました。 

春と秋に行う毎年恒例の行事。半日がかりで集めた 

ゴミは軽トラック1 杯分。作業が終わった後のジュー 

スはとてもおいしかったそうです。 
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CLOSE UP 

●藤本典子 ふじもと・のりこ 

昭和58年神崎生まれ。ミッ 

ションバレーゴルフクラプ所 

属。13歳からゴルフを始める。 

平成17年度西日本インター 

クラブ選手権準優勝。日刊ア 

マゴルフ西日本レディースゴ 

ルフ選手権準優勝。スポニチ 

杯争奪女子アマ選手権優勝。 

2005年福岡県国体強化選手。 
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の
は
高
校
一
 

年
の
時
。
相
撲
部
屋
に
入
門
し
た
い
と
、
思
い
切
っ
て
父
に
相
談
。
「
相
 

撲
部
の
監
督
と
自
分
で
話
し
な
さ
い
。
承
諾
を
も
ら
っ
た
ら
い
つ
で
も
 

迎
え
に
行
く
か
ら
」
と
父
が
言
っ
て
く
れ
た
。
監
督
に
話
し
、
高
校
一
 

年
の
終
業
式
で
退
学
。
そ
し
て
、
親
方
と
お
か
み
さ
ん
に
魅
力
を
感
じ
 

た
阿
武
松
部
屋
に
入
門
し
、
み
っ
ち
り
稽
古
に
励
ん
だ
。
そ
の
年
九
月
、
 

秋
場
所
で
は
序
ノ
口
で
全
勝
優
勝
。
そ
の
後
も
順
調
に
勝
ち
越
し
続
 

け、 

平
成
 16 

年
九
月
場
所
で
は
三
段
目
 10 

枚
目
ま
で
番
付
を
上
げ
る
。
 

し
か
し
、
平
成
 17 

年
度
は
負
け
越
し
が
続
き
、
気
が
つ
け
ば
同
門
の
 

後
輩
力
士
に
番
付
を
追
い
越
さ
れ
、
お
風
呂
や
ご
飯
の
順
番
が
変
わ
っ
 

て
い
た
。
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
け
な
い
。
悔
し
か
っ
た
ら
や
る
し
か
な
 

い
。
九
州
場
所
は
勝
ち
越
し
た
い
。
も
つ
と
や
れ
る
。
で
も
、
た
だ
や
 

る
だ
け
で
は
だ
め
だ
」
何
が
足
り
な
い
か
を
考
え
た
。
あ
わ
て
な
い
、
 

硬
く
な
ら
な
い
、
そ
の
た
め
に
は
メ
ン
タ
ル
面
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
 

グ
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
場
所
四
日
前
に
「
苦
し
い
と
き
こ
そ
ハ
 

タ
か
な
い
。
倒
れ
な
い
。
も
う
一
押
し
」
と
、
親
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
。
 

気
持
ち
の
充
実
と
、
地
元
の
声
援
で
、
九
州
場
所
は
五
勝
二
敗
と
勝
ち
 

越
し
た
。
 

「
応
援
し
て
く
れ
る
人
の
た
め
に
も
一
日
も
早
く
関
取
に
な
り
た
 

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
甘
え
ず
、
つ
ら
さ
を
表
に
出
さ
ず
、
自
覚
を
持
っ
 

て
、
今
や
れ
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
や
る
だ
け
で
す
」
そ
ん
な
彼
の
目
 

指
す
の
は
、
人
々
に
感
動
を
与
え
る
よ
う
な
力
士
だ
。
 

●藤本悠介 るむもと・ゆうすけ 

昭和61年神崎生まれ。明徳 

義塾中学・高校で相撲部所 

属。平成13年度全国都道府 

県中学選手権団体優勝、個 

人戦ベスト認。平成15年高 

校中退、阿武松部屋に入門。 

平成15年秋場所で序ノ口優 

勝。平成17年九州場所番付 

三段目東59枚目。 

見
事
な
復
活
。
藤
本
典
子
さ
ん
が
、
 
10 

月
 31 

日
、
北
九
州
市
で
開
 

催
さ
れ
た
ス
ポ
ニ
チ
杯
争
奪
第
 13 

回
女
子
ア
マ
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
、
プ
 

レ
ー
オ
フ
の
接
戦
を
勝
ち
抜
き
優
勝
し
た
。
 

13 

歳
か
ら
お
姉
さ
ん
の
影
響
で
始
め
た
ゴ
ル
フ
。
沖
学
園
中
学
一
高
 

校
、
名
古
屋
商
科
大
学
で
は
ゴ
ル
フ
部
に
所
属
し
、
各
大
会
で
活
躍
。
 

し
か
し
、
平
成
 15 

年
の
国
体
を
最
後
に
大
学
を
辞
め
、
福
岡
に
帰
り
、
 

ゴ
ル
フ
も
辞
め
て
し
ま
っ
た
。
「
精
神
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
、
ス
 

ラ
ン
プ
に
陥
り
ゴ
ル
フ
が
嫌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
」
そ
の
 

後
、
ゴ
ル
フ
か
ら
遠
ざ
か
り
、
ク
ラ
ブ
を
に
ぎ
ら
な
い
日
々
が
続
い
た
。
 

し
か
し
、
あ
る
出
会
い
が
彼
女
を
ま
た
ゴ
ル
フ
へ
と
導
い
た
。
知
り
 

合
い
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
、
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
投
手
『
ガ
 

ン
ち
ゃ
ん
』
こ
と
岩
本
ツ
ト
ム
さ
ん
。
岩
本
さ
ん
が
「
が
ん
ば
れ
と
は
 

言
わ
な
い
。
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
さ
い
。
ま
だ
プ
ロ
テ
ス
ト
に
挑
戦
も
 

し
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
悩
む
な
」
と
助
言
し
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
岩
 

本
さ
ん
が
あ
る
日
い
き
な
り
「
ゴ
ル
フ
や
ろ
う
」
と
コ
ー
ス
に
連
れ
て
 

行
っ
て
く
れ
た
。
何
の
準
備
も
し
て
い
な
く
、
レ
ン
タ
ル
ク
ラ
ブ
を
借
 

り
て
し
た
ゴ
ル
フ
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
楽
し
 

か
っ
た
。
 

そ
し
て
今
年
の
3
月
、
典
子
さ
ん
は
再
び
ゴ
ル
フ
へ
と
戻
っ
た
。
「
岩
 

本
さ
ん
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
ゴ
ル
フ
を
や
る
と
き
も
、
辞
め
る
と
言
っ
た
と
き
も
、
自
分
 

の
好
き
な
よ
う
に
や
ら
せ
て
く
れ
た
父
と
母
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
」
 

今
年
最
後
の
試
合
を
見
事
優
勝
で
締
め
く
く
っ
た
典
子
さ
ん
は
、
プ
 

ロ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ツ
ア
ー
出
場
権
を
獲
得
、
「
も
う
す
ぐ
九
州
場
 

所
。
今
一
年
い
ろ
い
ろ
苦
し
ん
だ
弟
の
悠
介
も
こ
れ
を
刺
激
に
し
て
ほ
 

し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。
彼
女
の
次
の
目
標
は
、
プ
 

ロ
テ
ス
ト
の
一
発
合
格
。
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「スをおりたら ひ・み・つ 
小泉るみ子作・絵 

自然あふれる北海道の 
農村を舞台に、学校帰 
りのバスをのりちがえ 
て、まいごになった少 
女の心情を豊かな自然 
とともに描いた絵本。 

たばたせいいち 作 

おばあちゃんの、たっ 
たひとつのひみつのお 
ねがいをかなえてあげ 
たい！ ゆうきのやさ 
しいこころが、すてき 
なまほうをおこします。 

、
＼
 

T
」かH
」 

の
 

感
動
・
感
銘
を
歌
に
込
め
て
 

第
 25 

回
金
田
町
短
歌
大
会
入
選
歌
発
表
 

11 

月
 23 

日
、
中
央
公
民
館
で
短
歌
大
会
が
 

開
か
れ
ま
し
た
。
「
ふ
る
さ
と
カ
ナ
ダ
ふ
れ
 

あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
 
の
文
化
行
事
の
一
環
で
、
 

町
内
外
か
ら
自
作
短
歌
を
募
集
。
 
37 

首
の
投
 

稿
が
あ
り
、
出
詠
者
全
員
の
互
選
に
よ
る
互
 

選
の
部
、
短
歌
教
室
講
師
の
阿
部
重
宏
さ
ん
 

ら
に
よ
る
選
者
選
の
部
に
分
け
て
発
表
・
表
 

彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
が
 

手
渡
さ
れ
た
後
、
阿
部
講
師
が
選
評
と
出
詠
 

歌
全
て
の
講
評
を
行
い
ま
し
た
。
ど
れ
も
良
 

い
歌
ば
か
り
で
、
短
い
歌
の
中
に
作
者
の
感
 

動
や
感
銘
が
見
事
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
 

た。 
選
者
選
の
部
 

天
賞
 
佐
竹
喜
久
雄
さ
ん
 

巡
礼
の
心
に
な
り
て
歩
む
道
南
蔵
院
の
鳥
の
嚇
り
 

地
賞
 
手
島
み
の
る
さ
ん
 

宿
の
窓
秋
雨
け
ぶ
る
筑
後
川
鮎
釣
る
人
の
竿
の
動
か
ず
 

人
賞
 
加
治
智
子
さ
ん
 

畝
上
げ
に
馴
れ
ぬ
手
「
き
で
鍬
使
ひ
孫
も
一
役
大
根
を
蒔
く
 

互
選
の
部
 

町
長
賞
 
住
野
澄
子
さ
ん
 

農
機
具
の
お
お
か
た
嬉
末
さ
れ
t
納
屋
亡
父
の
織
り
い
し
這
が
の
こ
る
 

議
長
賞
 
白
石
鶴
代
さ
ん
 

東
京
を
置
き
ざ
り
に
し
て
帰
省
せ
し
子
は
い
そ
い
そ
と
秦
着
と
な
る
 

教
育
長
賞
 
宮
本
冨
美
子
さ
ん
 

名
残
り
茄
子
の
色
落
さ
ず
に
漬
け
る
こ
「
思
案
の
わ
れ
を
亡
母
の
笑
み
ま
す
 

中
央
公
民
館
長
賞
 
山
口
啓
輔
さ
ん
 

老
い
ぬ
れ
ば
自
力
特
ま
で
み
怖
と
薬
師
と
妻
の
他
力
に
て
生
く
 

文
化
連
盟
会
長
賞
 
高
橋
成
子
さ
ん
 

孫
増
へ
て
茶
の
同
明
る
き
運
動
会
吾
が
家
の
柱
丸
く
光
り
ぬ
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『
1
,
,
，
‘
リ
．
】
 

皆
さ
ま
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
犬
丸
龍
介
で
す
。
バ
ト
 

ン
を
渡
し
て
く
れ
た
尾
崎
先
輩
と
は
、
商
工
会
青
年
部
で
出
会
 

い
、
今
で
は
、
家
族
ぐ
る
み
、
そ
し
て
、
兄
弟
の
様
に
お
付
き
 

合
い
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
迷
惑
な
話
で
す
。
 

「
夢
」
で
は
な
く
、
「
目
標
」
を
持
て
ー
 

高
原
先
生
の
教
え
で
す
。
深
い
で
し
よ
？
 

さ
て
、
わ
た
し
に
と
っ
て
の
 
「
出
会
い
」
と
は
、
や
は
り
高
 

原
亮
一
さ
ん
に
つ
き
ま
す
。
誰
？
・
 

と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
や
 

る
で
し
ょ
う
が
高
原
さ
ん
は
、
日
本
を
代
表
す
る
パ
テ
ィ
シ
 

エ
、
そ
う
、
わ
た
し
の
最
初
の
師
匠
な
の
で
す
。
わ
た
し
は
 18 

歳
の
時
、
父
の
反
対
を
押
し
切
り
、
一
人
大
阪
に
行
き
ま
し
た
。
 

早
く
一
人
前
の
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
、
そ
の
気
持
だ
け
で
 

突
っ
走
る
毎
日
で
し
た
。
父
や
母
の
心
配
を
よ
そ
に
、
 
一
人
で
 

何
で
も
出
来
る
と
正
直
、
仕
事
や
人
付
き
合
い
を
ナ
メ
て
い
ま
 

し
た
。
そ
ん
な
時
、
い
つ
も
わ
た
し
に
口
う
る
さ
く
厳
し
い
態
 

度
で
叱
っ
て
く
れ
た
の
が
高
原
さ
ん
で
し
た
。
た
し
か
に
、
そ
 

の
頃
の
わ
た
し
た
ち
新
人
君
た
ち
に
と
っ
て
、
神
様
の
様
な
存
 

在
で
、
一
緒
に
い
る
だ
け
で
緊
張
の
連
続
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
 

そ
れ
な
り
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
。
「
何
 

し
と
ん
ね
ん
ー
・
 

は
よ
や
れ
ー
」
大
阪
弁
で
怒
鳴
ら
れ
る
毎
日
。
 

何
故
か
わ
た
し
だ
け
…
 

ヘ
コ
ん
で
行
き
、
ク
サ
リ
か
け
て
い
 

た
あ
る
日
、
た
ま
た
ま
二
人
で
話
す
時
間
が
あ
り
、
こ
う
言
わ
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人
目
 

互選の部 

入選 永水明美さん 
入選 福田昌さん 
入選 遠藤毅さん 

選者選の部 
佳作 武藤鶴代さん 
佳作 田代稔さん 
佳作 後藤スエコさん 
佳作 三村和子さん 
佳作 林美恵子さん 

南
木
の
犬
丸
龍
介
さ
ん
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飛」 

れ
ま
し
た
。
「
犬
丸
、
お
前
南
木
や
ろ
？
・
 

オ
レ
太
陽
や
」
何
？
・
 

南
木
？
・
 

太
陽
…
？
 
そ
う
で
す
、
憧
れ
て
い
た
人
は
、
実
は
 

自
分
と
同
じ
金
田
町
出
身
の
人
だ
っ
た
ん
で
す
。
す
ご
い
偶
然
、
 

そ
し
て
全
て
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
と
て
も
か
わ
い
 

が
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
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ガ
キ
だ
っ
た
自
分
に
と
っ
て
あ
の
日
が
分
岐
点
と
な
り
ま
し
 

た
。
「
夢
」
で
は
な
く
「
目
標
」
を
持
て
ー
 
高
原
先
生
の
教
 

え
で
す
。
深
い
で
し
ょ
？
・
 

さ
て
次
回
は
、
尾
崎
さ
ん
同
様
、
わ
た
し
を
心
か
ら
支
え
て
 

く
れ
て
い
る
「
金
田
町
の
リ
ー
サ
ル
ウ
ェ
ポ
ン
」
吉
田
大
さ
ん
 

で
す
。
大
ち
ゃ
ん
い
っ
た
ら
ん
か
い
ー
 

次
回
は
本
町
の
吉
田
大
さ
ん
で
す
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食遣会でタ 

今月 は 

カラフルで第ム“ 

「オードブルおすし」 

11月26日、保健センターで 

学童クラブの子どもを対象に料 

理教室が開催されました。今回 

のメニューは、オードブル寿司、 

卵まきずし、バラの花ずし、あ 
んにんどうふ、スパゲッティサ 

ラダ、かんたんきなこ汁でした。 
「自分でやってみたい！」と切っ 

たり、混ぜたり、型抜きしたり。 

食進会のメンバーやお父さん、 

お母さんとみんなで大奮闘。出 

来上がったのは、ハートや星の 

形のカラフルなおすしをはじめ 

とした6品です。もちろん味も 
最高でした！みんな立派なコツ 

クさんでした。今回は、その中 

から3品を紹介します。 

■すしめし 

エネルギー 

四6k / 1 人分 

カルシウム 塩分 

4n瑠／1人分 0.5g /1 人分 

■材料（4人分） 
米  2カップ 
水 2カップ 
合わせ酢［塩司、さじ％、砂糖】大さじ1、酢． 
大さじ2、昆布：10cm角］ 

作り方 

①米はといで水気をきり、分量の水に昆布 
といっしょに30分以上つけておく。 

②米をたく。炊きあがったら、10分むらす。 
ごはんが熱いうちに、合わせ酢をうちわ 
であおぎながら、しゃもじで切るように 
全体に混ぜる。 

ノ 
り ’ 

ー 
、一一今 

■オードブルずし（ツナコーン） 

エネルギー 

43kca / 1人分 

カルシウム 

1.3mg/i 人分 

塩分 

0.17g /1 人分 

■材料（4 個分） 
すしめし lOOg 
ツナ 2館 
パセリみじん切り 少々 
コーン缶 適量 
マョネーズ 適量 

作‘J 方 

①すしめしは型でいろいろな形にして、4個 
つくる。 

②ッナは汁気を切り、ほぐしてマョネーズと 
混ぜて、すしめしの上に乗せる。 

③コーンとパセリは、ツナずしの上にかざる。 

▲大島道人町長から、総務大臣表彰を伝達される金田町選 

挙管理委員会委員長杉茂さん（本町】写真右） 

■オードブルずし（ハムキュウリ） 

エネルギー 

68屍／1人分 

カルシウム 塩分 

2.4mg/i 人分 0.2g /1 人分 

■材料（4 個分） 
すしめし lOOg 

  1枚 
輪切り8枚 

ノ、ム 

キュウリ 

作り方 

①すしめしは型でいろいろな形にして、4個 
つくる。 

②ハムは型でぬく。 
③きゅうりは2枚重ねてV字に切り込みを 

入れ、かみあわせる。 

■オードブルずし（ゆかりチーズ） 

エネルギー 

72kae/ 1人分 

カルシウム 塩分 

33 mg/ 1人分 0.5g / 1人分 

■材料（4 人分） 
すしめし 100g 
スライスチーズ 2枚 
ゆかり 少量 
トマト 適量 

作り方 

①すしめしにゆかりを混ぜ、型でいろいろ 
な形にして、4個つくる。 

②チーズは型でぬく。 
③トマトはへたと種をとり、あられ切りし 

て盛りつける。 

苦しんでいる子ともは世界中にたくさんいますいユ 

ニセフ募金はそんな子ともたちを救うための募金。 

金田小学校では、毎年計画委員がユニセフ募金を集 

めています。今年は6年2組が、ユニセフの活動 

について学習し、いろいろな活動を行いました。こ 

のページでは、その時の作文と活動を紹介します。 

学校に行けない子ども。働かされる子ども。 

水に苦しむ子ども。戦争で被害にあう子ども。 

栄養が足りない子ども。路上で暮らす子ども。 

病気で苦しむ子ども。 

今
、
わ
た
し
た
ち
は
毎
日
学
校
に
行
き
、
新
し
い
 

こ
と
を
学
び
、
家
で
は
家
族
と
安
心
し
て
暮
ら
す
と
 

い
う
生
活
を
何
気
な
く
送
っ
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
 

世
界
に
は
こ
の
よ
う
な
当
り
前
の
生
活
も
で
き
ず
、
 

と
て
も
苦
し
い
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
 

ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
学
校
 

に
も
行
け
ず
む
り
や
り
働
か
さ
れ
る
子
が
い
る
の
で
 

す
。
も
し
、
今
あ
な
た
が
働
か
さ
れ
た
ら
…
 
想
像
 

で
き
ま
す
か
。
 

世
界
に
は
働
か
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
が
、
約
 

二
億
五
千
万
人
も
い
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

自
分
と
同
じ
歳
の
子
や
ま
し
て
や
自
分
よ
り
小
さ
な
 

子
ど
も
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？
 

そ
し
て
そ
の
理
由
は
、
貧
し
い
た
め
、
親
が
借
金
 

を
し
て
い
る
た
め
、
な
の
で
す
。
 

そ
ん
な
子
ど
も
の
中
に
は
、
安
い
給
料
で
、
長
い
 

時
間
働
か
さ
れ
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
あ
る
国
の
タ
 

バ
コ
工
場
で
何
時
間
も
座
っ
て
働
い
て
い
る
女
の
子
 

の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
み
ま
し
た
。
一
日
の
ほ
と
ん
ど
 

の
時
間
を
ひ
た
す
ら
座
っ
て
、
タ
バ
コ
の
葉
を
紙
で
 

ま
い
て
い
る
の
で
す
。
遊
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
 

校
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
手
を
休
 

0
 

0 

め
る
と
な
ぐ
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
の
子
は
ど
れ
だ
け
 

つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
見
て
い
 

る
わ
た
し
も
と
て
も
つ
ら
く
、
悲
し
い
気
持
ち
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

そ
ん
な
過
こ
く
な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
子
ど
 

も
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
 

そ
れ
は
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
将
来
 

に
向
け
て
教
育
を
受
け
る
た
め
に
学
校
に
行
け
る
よ
 

う
に
な
る
こ
と
だ
と
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。
夢
も
持
 

て
ず
、
自
分
の
可
能
性
も
た
め
す
こ
と
も
で
き
な
い
 

な
ん
て
絶
対
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
働
 

き
な
が
ら
、
も
し
く
は
働
か
ず
に
、
勉
強
が
で
き
る
 

施
設
を
作
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
 

用
品
を
準
備
し
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

そ
の
子
た
ち
の
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
 

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
の
中
で
は
、
「
わ
 

た
し
た
ち
子
ど
も
は
、
社
会
の
中
で
力
が
な
い
。
社
 

会
に
対
し
て
何
も
で
き
な
い
。
」
と
思
っ
て
は
い
な
い
 

で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
 

た
し
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
募
金
な
ど
、
わ
た
し
 

た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
あ
る
は
ず
で
す
。
マ
ザ
ー
テ
 

レ
サ

e
言
葉
の
中
に
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

「
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、
た
い
し
た
こ
と
は
何
 

も
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
小
さ
な
こ
と
ー
つ
ひ
と
つ
 

に
大
き
な
愛
を
持
っ
て
行
う
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
。
」
 

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
お
か
し
を
買
っ
 

て
出
た
お
つ
り
の
5
円
で
も
集
ま
れ
ば
何
人
も
の
子
 

ど
も
た
ち
が
救
え
る
の
で
す
。
何
人
も
の
子
ど
も
た
 

ち
が
、
わ
た
し
た
ち
の
当
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
生
 

活
が
で
き
、
「
幸
せ
」
に
な
る
の
で
す
。
 

あ
な
た
の
世
界
の
苦
し
い
子
ど
も
た
ち
を
救
お
う
 

と
す
る
数
円
に
つ
ま
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
愛
は
世
 

界
の
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
笑
顔
に
な
る
薬
で
す
。
 

み
な
さ
ん
で
世
界
に
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。
 

全
校
生
徒
に
募
金
を
呼
び
か
け
る
6
年
2
組
の
生
徒
た
ち
 

.
 

▲募金箱を手にする計画委員と6年2組。3週間かけて集めた募金の 

総額は46,950 円でした。 

税
に
つ
い
て
の
作
文
で
、
田
川
税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
 

た
林
純
平
く
ん
（
天
神
町
）
と
、
田
川
税
務
所
管
内
納
 

税
組
合
貯
蓄
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
大
井
智
代
さ
 

ん
（
人
見
）
。
‘
 

①
 

① ―讐I奄赦負恒,-
広報 
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辰島和菜美さん（上金田）の作品 

防災無線が聞き取りにくい 

ときはr 22-0560 まで 

金田町 

埼岡県防災行政無線 

庶 

町内35カ所に設置されたス 

ピー力一から、災害、異常気象など、 

緊急時の放送と、毎日3回、7時、 

12時、18時に、メロディーを流し 

ます。 

防災無線の放送内容が聞き取り 

にくく、再度確認したい場合は、 

費22-0560に電話をすると、直近 

の放送内容を聞くことができます。 

町の防災無線に関してご意見、 

ご要望がありましたら、役場総務 

課丑22-0555まで連絡ください。 

このページには 

みなさんの暮らしに役立つ 

情報がつまっています。 

あなたの暮らしのパートナーとして 

ぜひご利用ください。 

消防署が II 
防火診断を行いますI■ 

毎日が安心・安全な生活を守 
るため、住宅を防尖診断します。 

ト対象 65歳以上の夫婦、65歳 

以上の一人暮らし 

ト問い合わせ 田川地区消防本 

部予防課 T 44-6256 

地域密着型サービス 

事業者の指定 

福岡県介護保険広域連合では、 
介護保険法に基づく地域密着型 

サービス事業者の指定に関する 
情報を、 1月10日以降随時ホー 
ムページに掲載する予定です。 
指定を希望される事業者は、 

ホームページをご参照ください。 

トhttp】ノノwww.fukuoka-kaigo加 

ト問い合わせ 福岡県介護保 

険広域連合本部事業課指導係 

公092-643-7055 

男’I生の料理教室 

男性だけの料理教室に参加しませんか？ “食べる”ことは、元気 

な毎日の基本です。料理は初めて 

でも大歓迎です。男性ならではの 

おいしいヘルシー料理をつくって 

家族をあっと言わせてみませんか。 

ト日時 2月7日～28日毎週囚 

9時30分から13時まで 

ト場所 金田町保健センター 

ト対象 町内の男性24人 

ト内容 調理実習 

ト参加費 無料 

ト申し込み締め切り 1月27日金（定員になりしだい締め切り） 

ト申し込み・問い合わせ 保健センター 公49-7080 

0 

金田町上水道水質検査結果 
問い合わせ 公22・6669 

前日 h」 

12)i8I! 

与 漁 
当日 曇 一、 w止 

，二 

月採水機関 役場水道課言詳ゆ1難 浄水 

12月8日～14日 

水質基準にαては適合しています0 

IlタガッI（学校ln金田lI 
彦山川の水質や水生生物の調 

査などを通じて、子どもたちに 
彦山川の環境を知ってもらい、 
川や自然を大切にする心をはぐ 
くんでもらうことを目的でパネ 
ルの展示や講習会を行います。 
また、河川環境に関するポスタ 
ーを小学校から募集し、イベン 
ト表彰を行います。 

ト日時 1月21日田 13時 

から15時30分まで 

ト場所 金田町総合会館 

ト主催 金田町めだかの楽校の会 

ト共催 金田町、金田町議会、 

金田町教育委員会、国土交通省 

遠賀川河川事務所、田川ふるさ 

と川づくり交流会 

ト問い合わせ 役場企画産業課 

丑 22-0556 

※このイベントは、「全国モーターボ 

j ート競争施工者協議会からの拠出 

ー 金を財源として実施します。 

検 査 結 果 

神崎低区配水池系 神崎中区配水池系 
田の口地区 南木地区 

神崎高区配水池系 
笹尾地区 

上金田配水池系 
金田地区 

検査項月嘉‘ 

0 

検出しない 

78 

09 

7.1 

異常なし 

異常なし 

0.5未満 

al未満 

a駒 

0 

検出しない 

7.9 

09 

7.1 

異常なし 

異常なし 

05未満 

0.1未満 

a70 

―般細菌， 

大腸菌 

塩化物イ 

有機物（全有機 

pH 

味 

検出されなしにと 

願）以下 

5以下 

5.8-8.6 

異常でなし亡と 

異常でな、亡と 

5以下 

2以下 

一
一
 

あたたかい善意 

ありがとうございまし薦 

社会福祉法人 
金田町社会福祉協議会 

次のみなさんからご寄付を’「費 
いただきました。この寄付金 
は、社会福祉充実のため有意義 
に活用させていただきます。 
りがとうございました。 

隷典返し】 

事山口富喜子様（本町5) 
・故・山口サチ様 
木下ハルョ様（福丸） 

故・木下亀市様 
新開弘光様（人見） 
故・黒岩勇様 

田川和美様（本町2) 
故・斉藤実―様 

仲島陽子様（上金田） 
故‘仲島ハルェ様 

野津忠生様（神崎2) 
故・竹宗ミホ子様 

I ソフトI（ンクの 
選手がやってくる I 

田川の少年野球10チームが、 
金森コーチ、田口選手、大道選手、 
西村選手らを迎えて野球教室を 
行います。（見学自由） 

ト日時1月14日国 10時から 

ト場所 金田町町民グラウンド 

ト問い合わせ（有）西日本物産 

f 0948-42-3313 

相談 

I 遺言を公正証書で残し 

相続を円滑にしましよう II 
遺言・相続の相談は田川公証 

役場へ。相談無料。 

ト日時 平日（国回、祝日を 

除く） 9時30分から15時30 

分まで 

ト問い合わせ 田川公証役場 

公 44-41 30 

心
配
ご
と
相
談
 

1
月
 25 
日

困

 
10 
時
ー
 15 
時
 

財
産
・
人
権
・
結
婚
・
老
人
福
祉
・
事
故
・
 

教
育
な
ど
で
悩
み
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
の
相
談
 

を
受
け
付
け
ま
す
。
 

＊
人
権
特
設
相
談
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
 

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー
ー
階
相
談
室
 

問
い
合
わ
せ
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

公
2
2
1
6
6
3
ー
 

福
岡
県
巡
回
交
通
事
故
相
談
 

1
月
 16 
日

月

 
10 
時

ー

 16 
時
 

（
受
け
付
け
は
 15 

時
ま
で
）
 

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
 

く
だ
さ
い
。
弁
護
士
に
よ
る
面
接
相
談
も
、
無
料
 

で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
電
話
を
ー
 

会
場
／
田
川
市
役
所
（
市
民
課
市
民
係
）
 

問
い
合
わ
せ
 

公
4
4
1
2
0
0
0
 

福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
 

公
0
9
2
1
6
2
2
1
0
4
0
3
 

補
聴
器
相
談
 

1
月
 13
 

日
金
 

9
時
ー
 10
 

時
 

会
場
／
金
田
町
役
場
 

問
い
合
わ
せ
 

金
田
町
役
場
保
健
福
祉
課
 

合
2
2
1
6
6
6
4
 

行
政
書
士
の
無
料
法
律
相
談
 

随
時
受
け
付
け
ま
す
。
 

遺
産
相
続
、
贈
与
、
任
意
後
見
人
の
選
任
、
 

法
人
設
立
、
遺
言
書
、
内
容
証
明
、
各
種
契
約
書
、
 

離
婚
協
議
書
、
官
公
署
申
請
書
作
成
な
ど
の
相
 

談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
 

り
ま
す
。
（
歩
行
不
自
由
な
高
齢
者
、
障
害
者
の
た
 

め
の
出
張
無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。
）
 

問
い
合
わ
せ
 

つ
る
も
と
行
政
書
士
事
務
所
 

行
政
書
士
鶴
元
光
秋
 

公
2
2
1
1
6
7
2
 

田 
広報 

か窮1ば白振 ― ④ 



1月 生活力レンダ 
月
 

火 水 木 金 土 
ノ
 

一
 

日 

呼
 
'di 

讐
 

‘
，
 藤

 

1
秀鋭 

2
回鵬

 

1IIIII
IIul
'
'
 

3
 

4
 

に 
~ 

乳児健診 
（保健センター） 
13 : 15 ~ 14 : 15 

6
 

7
 

8
 

遺
醜
 

10 

議星免 
13:10元 

11 
親子教室 

（保健センタ―) 

10:00 -11 :30 

12 13 
健康相談 
（役場201 会議室） 
13:30 - 15:00 

補聴器相談 
（金田町役場） 

9:00 - 10:00 

14 15 

16 17 

風しん 
（保健センタ―) 
13 】30 へノ 

1 4 : 20 

18 19 20 

乳児相談 
（保健センター） 
10:00 -11 :00 

21 っっ 
~~ 

23 24 
麻しん 

（保健センタ―) 
13 : 30 - 14 : 20 

25 
心配ごと相談 

（福祉センタ―) 
10 : 00 --- 15 : 00 

離乳食教室 

（保健センタ―) 

10 : 00 - 12 : 00 

26 27 28 っロ 
~~ 

30 31 

1 月分水道 
料金納付期限 

公共料金のお支払いは、便利で確実な口座振込みをご利用ください。 

0 

E イーベント 

y --L瓜 

Z 

y 

G プず~トい 

UIDE 
ふれあい朝市群は1肌肋ら離！ 
毎週水曜日・土曜日開催 

■時間 午前7時30 分～午後2時 

ノ『ノラマ 
たカ’物 

赤池町 

●下田川四カ町連合 

消防出初式 

（赤池町民グラウンド） 

1 月8日回 9:00 ~ 

※雨天時は赤池町民会館 

かKU0 

4Nが 

田川市 

●成人式 

（田川文化センター） 

1 月8日回 13:00 ~ 

●消防出初め式 

（田川地区消防本部） 

1 月22日日 9:00 ~ 

糸田町 

●糸田町成人式2006 

はたちの集い 

（糸田町文化会館） 

1 月8日回 14:00 ~ 

、ずJ 

沼f》弓ブ、キ 
ノ’'(；ち - - 

12月1日現在 

●人口 8,443人（-2人） 

男性 4,043人（+5人） 

女性 4,400人（-7人） 

●世帯数 3,493 世帯（+ 7) 

11 月中の人の動き 

●出生 5人 ●死亡12人 

●転入18人●転出 13人 

お問い合わせ電話番号 
職役場 公22-0555（代表） FAX 22-0782 

◆各窓口直通電話番号◆ 

総務課 ft 22-0555 
住民課住民係 ft 22-6663 
住民課賦課係,徴収係ft 22-0557 
住民課医療年金係 ft 22-0563 
保健福祉課福祉・同和対策係容22-6664 学校教育課 
保健福祉課介護保険係ft 22-0750 議会事務局 

●生涯学習課 ft 22-2200 ●神崎保育所 

●ふれあい塾 丑22-5400 ●金田小学校 

●B&G 海洋センター 費22-5868 ●金田中学校 

●保健センター 丑49-7080 ●福祉センター 

香春町 

●消防出初式 

（役場前広場） 

1 月8日回 10:00 ~ 

※雨天時は町体育センター 
●成人式 

（香春町町民センター） 

1 月8日回 13:30 ~ 

川崎町 

●消防出初式 

（川崎小学校グラウンド） 

1 月15日日 9:30 ~ 

大任町 

●大任町成人式 

（レインボーホール） 

1 月8日回 9:30 ~ 

●大任町消防出初式 

（大任中学校グラウンド） 

1 月15日回 10:00 ~ 

赤村 

●赤村消防出初式 

（赤村コミユニティ広場） 

1 月8日回 10:00 ~ 

●赤村成人式 

11月の町内事件・事故 

田川警察署（ ）は前月比 

〇窃盗事件 

かトバイ・自転車盗 

自動販売機ねらい 

車上ねらい 

空巣・忍込み等 

1件（士0) 

0 件（士0) 

0 件（- 1) 

0 件（一 2) 

※車を離れる際は必ずカギをか 
け、窓を閉めましょう。 

〇交通事故 

発生 10 件（十 7) 

死者 1 件（+ 1) 

負傷者 9 件（+ 6) 

※運転中は、携帯電話の電源を切 
るか、ドライブモードにしまし 
よつo 

水道環境課 ft 22-6669 

企画産業課地域情報係・企画係費22-0556 
企画産業課産業係 ft 22-6665 

建設課 ft 22-6668 
ft 22-0425 
ft 22-6662 

ft 22-3399 
公22-006 1 
ft 22-0136 
丑22-6631 

（赤村住民センター） 

1 月9日回 10:00 ~ 

添田町 

●消防出初式 

（そえだドーム） 

1 月8日回 9:00 ~ 

●岩石城書初め大会 

（保健センター） 

1 月8日回 10:00 ~ 

●成人式 

（町民会館） 

1 月9日月 9:00 ~ 

方城町 

赤池町 

糸田町 

田川市 

香春町 

川崎町 

大任町 

赤 村 

添田町 

丑22-0520 

公28-2004 

丑26-1231 

費44-2000 

丑32-2511 

容72-3000 

費63-3000 

公62-3000 

容82-5965 
ノ 

声オて、本報マ．ノノ ～26 ~ 

新年明けましておめでとうござ 

います。今年はいぬ年。犬にかま 

れないように気をつけます。（犬 

は子どものころから怖い。ただし、 

チャウとムサシとサクラだけは大 

丈夫。） 

かなだの風も2 月号、3月号と 

残りあと2 号となってしまいまし 

た。少しさみしいけど全力でゴー 

ルを駆け抜けたいと思います。今 

年もよろしくお願いします。〇 
'I, 

卿 

田 一 倉竃臓GIIi 
麟 

― 貢t蒔麓員癌― 田 



いっき 

吉田 ー輝くん 
平成17年1月4日生まれ 

（宝見） 

みん な、わらっ マI 

お誕生日の記念にかわいい 
お子さんの笑顔を広報で紹介 
しませんか。2月に誕生日を 
迎える満1歳から3歳までの 
お子さんを募集します。 
写真は、広報担当が撮影に 

伺います。電話でお申し込み 
ください。申し込みは1 月 
10 日因まで 

企画産業課 広報担当 
容22-0556 

お子さんと同じ誕生月のお 
父さん、お母さん。あなたの 
小さいときの写真をお子さん 
と―緒に掲載しませんか。 

言L tE3オテ＆、で’とラ！ 

こ ぶやま ゆうき 

小布山 友己くん 
平成16年1月31日生まれ 

（神崎1) 

しゃ か どう な ゆ た 

釈迦堂 那由汰くん 
平成15年1月17日生まれ 

（平原団地） 

ゆうと 

福島 悠斗くん 
平成17年1月28日生まれ 

（宝見団地） 

ky 
広
報
か
な
だ
の
風
 

平
成
 18 
年
1
月
号
 

新
町
「
福
智
町
」
の
町
章
が
決
ま
り
ま
し
た
 

「F
」 
の
躍
動
感
が
高
評
価
 

来
年
の
3
月
6
日
に
赤
池
町
・
 

金
田
町
・
方
城
町
の
3

町
が
合
 

併
し
て
誕
生
す
る
「
福
智
町
」
 

の
町
章
が
決
ま
り
ま
し
た
。
町
 

章
は
福
智
町
の
「
F
」
を
イ
メ
ー
 

ジ
し
、
福
智
山
を
デ
ザ
イ
ン
し
 

た
も
の
。
澄
み
き
っ
た
青
空
の
 

下
、
緑
豊
か
な
大
地
に
心
・
技
・
 

体
の
風
が
吹
き
、
人
々
を
包
み
、
 

守
る
形
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

町
章
の
デ
ザ
イ
ン
は
一
般
公
 

募
し
た
叩
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
 

事
務
局
が
 50 

点
に
絞
り
さ
ら
に
 

各
町
3
人
で
構
成
す
る
選
考
委
 

員
会
が
候
補
5
点
を
決
め
、
最
 

終
的
に
町
長
・
議
長
ら
で
構
成
 

す
る
選
考
委
員
会
（
渡
久
兵
衛
 

会
長
）
が
投
票
制
で
決
定
し
ま
 

し
た
。
新
町
の
町
章
は
、
山
梨
 

県
の
平
井
順
さ
ん
 35 

歳
の
作
品
 

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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